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選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭

和
五
十
七
年
九
月
二
日
現
在
で
定

時
登
録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦

覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

9

月

3

日

～

9

月

7

日

8

時

3

0

分

～

1

7

時

▽
縦
覧
場
所

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
住
民
課
）

▽
縦
覧
内
容

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

8　月　の　税　金

町・県民税　2期分

国民健康保険税

2期分

町の　人　口
（57年7月未現在）

28，505人
13，903人

14，602人
9，078世帯

出生　36人

死亡14人

人　口

男

女

世帯数

（7月異動）

転入156人

転出ユ54人
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「
が
ん
」
死
因
順
位
の
ト
ッ
プ

脳
卒
中
を
九
千
人
上
回
る

が
ん
が
脳
卒
中
を
抜
い
て
一
位
に
　
－
　
昭
和
五
十
六
年

に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
人
は
約
十
六
万
六
千
人
で
、
脳
卒

中
に
よ
る
死
者
を
約
九
千
人
も
上
回
り
、
初
め
て
死
因
順

位
の
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
（
厚
生
省
・
昭
和
5
6
年
「
人

口
動
態
の
概
況
」
）
。

ま
た
、
全
死
亡
者
数
に
占
め
る
「
が
ん
に
よ
る
死
者
」

の
割
合
は
二
三
・
一
％
で
、
亡
く
な
る
人
の
お
お
よ
そ
四

人
に
一
人
は
が
ん
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
。

さ
あ
前
進
が
ん
予
防
　
－
　
が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、
適
切
な
予
防
と
早
期
発
見
に
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

女
性
で
は
胃
が
ん
に
次
ぐ

女
性
の
場
合
、
胃
が
ん
に
次
い
で

多
い
の
が
子
宮
が
ん
で
す
。

子
宮
は
胎
児
の
宿
る
休
部
と
、
膣

け
い

に
近
い
頸
部
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が

日
本
で
は
頸
が
ん
が
圧
倒
的
に
多
く

そ
れ
だ
け
に
発
見
も
容
易
で
す
。

頸
が
ん
が
上
皮
内
に
と
ど
ま
っ
て

ゼ
ロ

い
る
時
期
を
0
期
と
い
い
、
こ
の
時

期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
一
〇
〇
％

治
り
ま
す
。
三
十
～
四
十
歳
ご
ろ
か

ら
子
宮
が
ん
に
か
か
る
率
が
高
く
な

り
ま
す
の
で
、
進
ん
で
集
団
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
最
も
有
力

将
来
は
肺
が
ん
、
乳
が
ん
が
増
え
る

が
ん
は
、
中
年
期
、
特
に
四
十
歳

以
上
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
に
最
も
多
い
が
ん

日
本
人
の
が
ん
の
特
色
は
、
胃
が

ん
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
。
昭
和
五

十
六
年
の
が
ん
全
体
に
占
め
る
胃
が

ん
の
割
合
は
男
三
二
・
〇
％
、
女
は

二
七
二
ハ
％
で
、
断
然
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
食
生
活
の

変
化
や
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
が
可

能
に
な
り
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

は
減
少
し
て
お
り
、
十
数
年
後
に
は

現
在
の
半
分
ぐ
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

3大死困
一死亡率の年次推移－
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喫
煙
量
を
少
な
く
す
る

一
万
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
と
み
ら

れ
る
の
は
肺
が
ん
で
、
特
に
男
の
場

合
は
、
昭
和
六
十
八
年
ご
ろ
に
は
胃

が
ん
を
抜
い
て
死
因
の
第
一
位
に
な

る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
は
い
く
つ
も
の
因
子
が
重
な

り
あ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
十
分
に
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
肺

が
ん
に
つ
い
て
い
え
ば
、
喫
煙
量
が

多
い
ほ
ど
、
ま
た
喫
煙
開
始
年
齢
が

若
い
ほ
ど
発
生
の
危
険
性
は
増
大
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

禁
煙
　
－
　
こ
れ
が
肺
が
ん
予
防
の

決
め
手
で
す
。
若
い
人
の
中
に
は
「

か
っ
こ
い
い
か
ら
」
と
タ
バ
コ
を
吸

う
人
が
い
ま
す
が
、
タ
バ
コ
は
決
し

て
〝
大
人
へ
の
手
形
″
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

自
己
検
診
で
早
期
発
見
を

女
性
特
有
の
が
ん
で
、
以
前
は
、

日
本
人
に
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
徐
々
に

増
え
て
お
り
、
将
来
も
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
で
き
や
す
い
個
所
は
、

乳
房
の
外
側
上
が
最
も
多
く
約
五
〇

％
、
次
い
で
内
側
の
上
方
、
乳
首
付

近
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
の
乱
れ
が
原
因
と
言
わ
れ
ま
す

保
健
婦
さ
ん
な
ど
の
指
導
を
受
け
、

自
己
検
診
法
に
よ
っ
て
早
期
発
見
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

毎月1回、生理が終わった4～5日後、閉経し

た人は日を決めて、乳房の中に小さい、堅い、痛
みのないしこりができていないがどうが調べる。

1まず、鏡の前に立ち、自分の乳房の形を左右よ

く見ます。乳房の大きさ、形、くぼみがあるが

どうが、乳首の位置、ただれなどがあるかどう

か‥…・に注意しながらこのような観察を両手を

さげた時と、あげた時と2回行います。

2次に、あおむけに寝て、検査をしようとする乳房

の反対側の手で、乳房の中心から周辺へ、指を

そろえて静がに軽く圧迫しながら触れていきま

す。片方ずつ、まんべんなく。このとき、決し

てつまんではいけません。つまんで感じる「し

こり」は正常の乳腺であることが多いがらです。

3次に、わきの下に深く指先を入れ、しこりを探

します。

4最後に、乳首から血性の分泌物が出ないがどう

かを確認しておしまいです。

地震で怖いのは火事だ　卑地震発生－素早く消火を竜
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頃末南2回目の優勝

「第5回中学女子バレ‾ボ‾ル大会「

八
月
一
日
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で

中
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
も
　
〝
小
学
生
バ
レ
ー
に
負
け
る

な
″
と
開
催
さ
れ
て
、
今
年
で
五
回
目
。
各
地

区
に
も
す
っ
か
り
定
着
し
、
会
場
に
は
町
内
か

ら
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
、
父
母
や
地
区
の
人
の

応
援
団
も
つ
め
か
け
る
な
か
、
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
昨
年
優
勝
し
た
み
ず
ほ
と
頃
末
南

が
噸
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で
は
、
二
年
前

と
同
じ
よ
う
に
頃
末
南
－
み
ず
ほ
の
対
決
と
な

り
ま
し
た
。

第
一
セ
ッ
ト
1
5
－
2
1
で
頃
末
南
、
第
二
セ
ッ

ト
2
1
－
1
7
で
み
ず
ほ
、
第
三
セ
ッ
ト
1
6
－
2
1
で

頃
末
南
と
接
戦
の
末
、
頃
末
南
が
二
回
目
の
優

勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。
な
お
、
三
位
は
下
二
で

し
た
。

優勝戦で白熱した試合となった頃末南とみずほ

伊

左

座

Ａ

・

Ｂ

と

も

制

覇

北
九
州
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
オ
ー
プ
ン
大
会

伊
左
座
旋
風
お
こ
ろ
～
。

北
九
州
市
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

北
九
州
市
教
委
主
催
の
オ
ー
プ
ン
大
会

が
八
月
一
、
二
の
両
日
、
八
幡
東
区
の

桃
園
バ
レ
ー
コ
ー
ト
な
ど
三
会
場
で
行

わ
れ
、
Ａ
級
・
Ｂ
級
と
も
昨
年
度
に
続

き
伊
左
座
チ
ー
ム
が
二
連
覇
を
は
た
し

ま
し
た
。

参
加
二
十
九
チ
ー
ム
　
（
Ａ
級
十
九
、

Ｂ
級
十
）
が
参
加
し
て
の
大
会
。

伊
左
座
Ａ
（
六
年
生
）
は
、
準
決
勝

で
山
田
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
を
2
－
0
で
放

り
決
勝
戦
で
は
、
宮
丸
ク
ラ
ブ
を
2
－

0
と
い
ず
れ
も
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
っ
て

優
勝
を
は
た
し
ま
し
た
。

郡ゲートボール大会町予選

優
勝
し
た
伊
左
座
チ
ー
ム
（
六

年
）
の
週
手
た
ち

（
女
子
の
部
）

七
月
二
十
八
日
、
頃
末
小

学
校
運
動
場
で
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
九
チ
ー
ム
で
争
わ
れ

決
勝
戦
は
高
松
団
地
と
お
か

の
台
の
対
決
、
1
5
－
1
4
の
接

戦
で
高
松
団
地
が
優
勝
し
ま

し
た
。な

お
、
水
巻
町
代
表
と
し

て
高
松
団
地
と
お
か
の
台
が

郡
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

（
男
女
混
成
の
部
）

八
月
八
日
、
頃
末
小
学
校

運
動
場
に
十
六
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
試
合
が
行
わ
れ
、
水

巻
代
表
に
高
松
団
地
、
猪
熊

お
か
の
台
が
決
ま
り
ま
し

た
。な

お
、
郡
大
会
は
九
月
十

日
芦
屋
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼、・、、1・べ、ベー‾一、－′ヾ－へ一・一　一一．－　′一、．－　－－　－－′－、1′、一、－－、－　－　－、、′－　ｒ－　′→′一一・、ノｌ、1－こ′一、へ一、、1．、′－＿Ｆで＿－．－、＿油、′－、′－さ′－ＪノＹ、′、、′ｉＪ′ヾ＿′ぺｈ＿ノーも′Ｙｌベノート1′1ヽ′ミヽ′“1－・モし．′阜′モ、．も、、、．べ＼′で一一や－′｛1ヾ1．べＬヾ、ハ

（
ポ
ン
プ
車
操
法
で
県
大
会
に
出
場

「
水
巻
町
消
防
団
」
郡
大
会
で
優
勝

私
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
く

れ
る
消
防
団
1
。
消
防
団
に
と
っ
て
消

火
の
基
本
は
ポ
ン
プ
草
の
摸
法
で
す
。

日
頃
の
訓
練
の
腕
を
競
う
〝
消
防
ポ

ン
プ
車
操
法
郡
大
会
が
、
八
月
八
日
水

巻
南
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
郡
内
各
消
防
団
の
精
鋭
が
出
場
し

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
が

本
町
消
防
団
チ
ー
ム
は
他
チ
ー
ム
に
大

差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
県
大
会
で
の

優
勝
を
目
ざ
し
毎
晩
猛
訓
練
に
は
げ
ん

で
お
り
ま
す
。
な
お
、
県
大
会
は
、
九

月
十
二
日
宗
像
の
消
防
学
校
で
行
わ
れ

ま
す
。

消防ポンプ車摸法郡大会で、見ごとな腕前を披露する

水巻町チーム

指揮者　太田　静夫　　　　4番員　井出口政行

1番員　品川　　猛　　　　補　欠　阿部　茂樹

2番員　下田　修二　　　　補　欠　増田　博己

3番最　小出水靖昌　　　　　　　　　（敬称略）

ゲ’

ト

ボ

ー

ル

場

を

新

設

▽

旧

遠

賀

保

健

所

跡

地

△

町
で
は
、
旧
遠
賀
保
健
所
跡
地
（
頃

末
・
町
民
会
館
前
）
に
、
老
人
の
た
め

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
新
し
く
作
り
ま

し
た
。
八
月
二
十
五
日
か
ら
、
一
般
の

方
に
開
放
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
は
役
場
管
財
課
用

地
係
へ
。

差別の　な　い　明　る　い　町　を　創　り　ま　し　ょ　う，イ／
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ノ
ヽ
ら
し
の
情
報
　
∵
∵
一
　
∵
∴
（
．

母
子
手
帳
の
交
付

▽
。
時
朋
2
。
6
聖
午
前
程

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
娠
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
9
月
6
日
　
第
1
課

9
月
1
3
日
　
第
2
課

9
月
2
0
日
　
第
3
課

○
受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場
西

別
館
。
第
3
課
は
農
業
団
地
セ
ン

タ
ー
（
農
協
水
巻
支
所
横
）

▽
対
象
　
初
妊
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の

と
き
に
説
明
し
ま
す
。

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽

日

時

　

9

月

3

日

　

1

3

時

～

1

4

時

▽
場
所
　
役
場
酋
別
館

※
4
カ
月
児
（
生
後
1
2
0
Ｒ
∵
（
1

5
0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ

キ
で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ

ガ
キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入

の
う
え
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を

持
参
し
て
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
転

入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は

衛
生
係
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

老
　
人
　
検
　
診

▽
日
時
朋
器
芯
時
～
1
1
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の
人

▽
検
査
内
容
　
検
尿
・
血
圧
測
定

個
人
相
談

※
健
康
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
は
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

9
月
の
摘
讐
摘
相
談

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
9
月
6
日
、
1
3
日
、
2
7
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

◎
弁
護
士
相
談
（
無
料
）

▽
日
時
　
9
月
2
0
日

1
0
時
3
0
分
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

財
団
法
人
法
律
扶
助
協
会
福
岡
県
支

部
か
ら
弁
護
士
四
名
を
招
い
て
、
次
の

問
題
に
つ
い
て
広
く
相
談
を
う
け
ま
す

○
家
事
に
関
す
る
事
件

離
婚
、
認
知
、
扶
贅
料
、
財
産
分

与
、
相
続
な
ど
－
。

○
土
地
建
物
に
関
す
る
事
件

明
痩
請
求
、
登
録
扶
滑
な
ど
ー
。

〇
倍
樅
・
債
務
に
関
す
る
事
件

貸
金
、
売
買
代
金
、
給
与
支
払
な

ど
－
。

○
担
賓
賠
償
、
慰
謝
料
に
関
す
る
事
件

交
通
事
故
、
公
害
、
傷
害
な
ど
。

○
強
制
執
行
、
請
求
異
議
、
そ
の
他

国民年金保険料

の追納制度

☆
追
納
制
度
と
は
、
国
民
年
金
の
強

制
加
入
被
保
険
者
の
中
で
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
出
釆
な
く
て
免
除
を
う

け
て
い
た
人
が
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
免

除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
免
除
期
間
中
の
期
間
を

引
継
ぎ
、
よ
り
高
い
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

☆
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
国
民
年

金
の
老
齢
年
金
又
は
通
算
老
齢
年
金
の

年
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
保
険

料
の
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
は
保
険

料
を
納
め
た
期
間
の
三
分
の
一
と
し
て

計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
料
の
免
除
期
間
が
あ

る
と
、
そ
れ
だ
け
年
金
額
が
低
く
な
り
一
1
．
－

水
巻
駅
の

砂
惑
箆

水
巻
駅
舎
横
の
花
壇
に
は
、
今
〝
ひ

ょ
う
た
ん
が
が
所
狭
ま
Ｌ
と
ぷ
ら
さ
が

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
駅
員
の
白
石
さ
ん
が
栽
培

し
た
も
の
で
、
「
今
年
は
、
長
雨
の
た

め
育
ち
が
悪
く
、
半
分
ほ
ど
ダ
メ
に
な

り
ま
し
た
が
、
よ
く
株
を
わ
け
て
く
れ

と
言
わ
れ
ま
す
。
」
と
の
こ
と
。

ま
す
。☆

保
険
料
の
追
納
は
い
つ
で
も
出
来

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
条
件

に
該
当
す
る
場
合
に
限
っ
て
認
め
ら
れ

ま
す
。①

追
納
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
老
齢

年
金
又
は
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
権

者
で
な
い
こ
と
。

⑧
追
納
し
よ
う
と
す
る
保
険
料
は
、

県
知
事
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
承
認

が
お
こ
な
わ
れ
た
日
の
属
す
る
月
別

十
年
以
内
の
期
間
に
か
か
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

☆
な
お
、
追
納
の
額
は
保
険
料
の
免

除
を
受
け
て
い
た
当
時
の
保
険
料
の
額

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

聖豊票集2≦去禁2品慧聖詣甜2ら豊盟9が〉　詳しくは現地案内所へ
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優
良
自
動
車
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

昭和57年　8　月25日（5）広判定ｉ肝頑椚ヨ托菱　川刷肌用Ⅲ肌用Ⅲ棚肌用ⅢⅢⅢ刷

福
岡
県
警
察
本
部
で
は
、
福
岡
県
公

安
委
員
会
の
優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
敦
当

さ
れ
る
万
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

▽
表
彰
の
種
別

銀
章
＝
素
行
善
良
か
つ
技
術
優
秀
で

他
の
模
範
と
な
る
運
転
者
で
、
運

転
継
続
年
数
が
1
0
年
以
上
の
無
事

故
無
違
反
の
人

金
華
＝
過
去
に
銀
章
を
受
け
、
そ
の

日
か
ら
1
0
年
以
上
を
経
過
し
て
お

り
、
こ
の
期
間
無
事
故
無
違
反
の

人
。

▽
申
し
込
み
資
格
、
条
件

○
現
在
福
岡
県
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

○
福
岡
県
公
安
委
員
会
か
ら
第
一
種

運
転
免
許
（
二
輪
、
小
型
特
殊
、
原

付
を
除
く
）
ま
た
は
、
第
二
種
運
転

免
許
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
な
お
、

現
に
自
動
車
の
運
転
に
従
事
し
、
そ

の
期
間
中
無
事
故
無
違
反
で
あ
る
こ

と
。

○
過
去
に
銀
章
（
銀
章
を
受
け
て
1
0

年
未
満
）
ま
た
は
金
華
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
人
。

▽
申
し
込
み
期
限

9
月
1
0
日
ま
で
折
尾
警
察
署
交
通

課
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

福
岡
県
警
察
官
募
集

▽
採
用
予
定
人
員
　
百
二
十
五
人

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）

の
卒
業
者
、
又
は
昭
和
5
8
年
3
月
ま

で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

▽
受
付
期
間
　
9
月
6
日
～
1
0
月
5
日

8
時
3
0
分
～
1
7
時
（
土
曜
日
は
1
2
時

3
0
分
ま
で
）
、
郵
送
の
場
合
は
、
1
0

月
5
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
用
紙
の
帝
求
先

○
各
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所

○
福
岡
県
警
本
部
害
務
謀
採
用
係

▽
申
込
先

福
岡
県
警
本
部
警
務
課
採
用
係
（

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

曾

0

9

2

・

6

2

2

・

0

7

0

0

）

無
線
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
福
岡
県
直
方
市
大
字
植
木

字
水
ケ
谷
八
三
三
番
地
の
一

〇
届
出
先
　
飯
塚
農
林
事
務
所
農
地
整

備

課

（

書

0

9

4

8

2

・

3

・

4

1

4

3

）

○
届
出
期
限
　
5
7
年
9
月
2
8
日
ま
で

董慧竃聖転

せのお　たくま

妹尾　拓其ちゃん
昭和56年11月27日生

（雷撃）さんの朋

横綱級のタクマしき。目下電

話に夢中で、リーンと鳴ったと

きのハイハイのすごいこと。い

つまでも感動する心を大切にし

てね。　　（梅ノ木団地8棟）

かじくり　よしひろ

梶粟　誠洋ちゃん
昭和56年12月10日生

（命津葦）さんの長男

「おひざトントン」をすると

一所懸命まねをします。ママ似

だといわれ、パパ少し寂しそう

心の広い人になってね。

（おかの台団地13棟）

敬老祝金をさしあげます
町では、75歳以上のおとしよりに敬老祝金を次のとお

りさしあげます。

⑳もらえるかた
明治40年12月31日以前に生れた方（75歳以上の人で昭

和57年9月15日現在、水巻町住民基本台帳及び外国人登
録票に登録されている人。なお、9月15日以前に亡くな
られた人は該当しません。）

⑳もらえる金額　1人　5千円
◎持ってくるもの　印鑑

⑳支払場所　　各地区の公民館（下表のとおり）

地区別支払日時

地　 区　 名 支 払 月 日 支 払 時 間

立　　 屋　　 敷 9 月10 日 9 時00分 ～ 9 時 10分

み ず ほ　 団 地 （金 曜 日）

ケ

ケ

ク

〃

ク

ク

ケ

ケ

ク

ケ

〃

9 時20分 ～ 9 時40分

伊　　 左　　 座 9 時50分 ～10時00分

二　　 町　　 住 10時10分 ～10時20分

上

（サニーニュータウン・野間呵住）
10時30分 ～10時50 分

林　　 住　　 宅 11時00分 ～11時 10分

下　 二　 町　 住 11時20分 ～11時30分

下 13時30分 ～13時50分

吉　 田　 の　 一 14時00分 ～14時20分

台　 田　 団　 地

吉　　 田　　 二

（イワゼ町 住）

14時30分 ～15時00分

15時 10分 ～ 15時40分

吉　　 田　　 三

（緑　 風　 園）
15時50分 ～16時 10分

鯉　 口　 団　 地 16時20分 ～16時30分

高　 尾　 団　 地 9 月 11日 9 時10分 － 9 時20分

美　　 吉　　 野 （土 曜 日）

ク

〃

9 時 30分 ～ 9 時50分

頃　 末 （南 北）

（水巻 苑 ・松 栄荘 ）
10時 00分 ～11時00分

机 11時 10分 ～11時30分

古　　　　　 賀 9 月 13 日 9 時00分 ～ 9 時20分

新　　 生　　 街 （月曜 日）

ク

〃

ケ

ケ

〃

ケ

ケ

〃

ク

9 時 30分 ～ 9 時45分

古　 賀　 団　 地 9 時 50分 ～10時00分

梅 ノ　木 団 地 10時 05分 ～10時20分

梅 ノ　木 中 央 10時30分 ～10時40分

高　 松　 団　 地 10時 50分 －11時40分

樋　　　　　 ＝ 13時 30分 ～13時50分

楕　　　　　 能 14時 00分 ～14時40分

猪　 熊　 町　 住 14時 50分 ～15時00分

お　 か　 の　 台 15時 10 分～ 15時20分

和　　 社　　 宅 15時 30分 －15時40 分

※大西社宅・古賀区は個人に通知

おかの台団地募集（25戸）0価格1，911万円～2，246万円〉　詳しくは現地案内所へ0土地面積　218が～267の，0建物面積　95威し114タが　　　　　　　雷20200842
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□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

／‾、、

口
蔚
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

／■＼

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社

9月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊
3日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5

区、猪熊

4日　頃宋（22、24区）、吉田二（1、2区）、
吉田三（2、5、6区）、猪熊、15日まわ

り（環境整備）

6日　苫田三（1、2、3、5、6、11区）、15
日まわり（太洋社）、猪熊、新生街（山ノ

ロ団地）、頃末（15、25区）

7日　吉田三（緑風園）、猪熊、頃末（松栄荘、
18区）

8日　頃末（17、19、20、21区）、頃未（松栄荘）

美吉野、頃末（5、12、13区）
9日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、

下二、伊左座、立屋敷、美吉野、頃末（5、
12、13区）

10日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場田地）、二、下二、吉田二（1、8区、
川端通り、本村）、美吉野、頃末（6、11、

14区）

11日　吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）、

二、頃末（6、11、14区）

13日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ
ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、宮ノ下、

机社宅、古賀、新生街

14日　下二町住、二町住、吉田一3区（商店街）、

吉田三（車返し）、古賀、机

16日　吉田団地（37－43、46～52棟）、二町住、

古賀、机

17日　吉田団地（19～22、27－36、44、45、53－
57、94～101棟）

18日　吉田団地（1～6、8～10、16－18、23－

26、60～65、83－85、102－113棟）、樋口

（卯月、中井樋口）

20日　吉田団地（7、11－15、66－73、76－82、

86～93、105、108棟）、猪熊町住、15日ま
わり（環境整備）

21日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、15
日まわり（太洋社）、古賀県住

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二本村

24日　二、伊左座、樋口

25日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下
二（4、10区、双葉荘）、猪鮨

27日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区）
猪熊

28日　みずほ団地、猪熊、樋口

29日　みずほ団地、樋口（赤水、川端通り）

奨

　

学

　

生

　

募

　

集

◎
毎
日
奨
学
制
度

毎
日
新
聞
社
で
は
働
き
な
が
ら
自
分

の
力
で
進
学
出
来
る
毎
日
奨
学
生
制
度

を
設
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
大
学
生
、
短
大
生
、

専
門
・
各
種
学
校
生
に
、
各
コ
ー
ス
の

奨
学
生
制
度
を
通
用
し
、
必
要
な
学
費

の
貸
与
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
支
給
の

は
か
、
生
活
の
一
切
を
保
証
す
る
も
の

で
す
。適

用
地
区
は
福
岡
、
北
九
州
、
東
京

大
阪
、
愛
知
、
札
幌
と
そ
の
周
辺
で
す

高
校
三
年
生
及
び
予
備
校
生
の
万
は

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
で
次
の
と
こ

ろ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
に
氏
名
、

住
所
の
他
に
電
話
番
号
、
在
学
校
（
出

身
校
）
、
進
学
志
望
校
を
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。

〒
8
0
2
　
北
九
州
市
小
倉
北
区
相
星

町
十
三
－
一
毎
日
新
聞
西
部
本
社
内

毎
日
育
英
会
広
報
係

蟹

5

4

1

・

3

1

3

1

◎
サ
ン
ケ
イ
新
聞
奨
学
制
度

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
で
は
、
両
親
に
負

担
を
か
け
ず
〝
自
分
の
力
で
進
学
し
ょ

う
が
と
い
う
向
学
心
に
燃
え
る
青
年
の

た
め
、
働
き
な
が
ら
大
学
や
専
門
学
校

予
備
校
へ
通
え
る
制
度
を
設
け
て
お
り

ま
す
。通

用
地
区
は
京
阪
神
、
奈
良
、
和
歌

山
、
滋
賀
。
二
十
五
歳
以
下
の
男
子
。

問
い
合
わ
せ
、
案
内
書
申
し
込
み
は

〒
5
3
0
　
大
阪
市
北
区
梅
田
二
丁
目

四
番
九
号
　
サ
ン
ケ
イ
新
聞
奨
学
会

魯

0

6

・

3

4

3

・

1

2

2

1

海
上
保
安
誓
柵

学
　
生
　
募
　
集

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
（

大
学
校
学
生
は
昭
和
3
7
年
4
月
2
日

）
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
ど

れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
者

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
昭

和
5
8
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

㊤
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
を
修

了
し
た
者
又
は
昭
和
5
8
年
3
月
ま
で

に
修
了
す
る
見
込
み
の
者

㊥
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た

者
等
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

▽
受
付
期
間

9

月

1

6

日

～

9

月

2

9

日

▽
申
込
用
紙
請
求
先

人
事
院
九
州
事
務
局
（
〒
8
1
2

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
ニ
ー
十
一

－

一

）

▽
申
込
先

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
）
北
九

州
市
門
司
区
西
海
岸
一
－
三
－
十

※
試
験
に
つ
い
て
の
お
門
い
合
わ
せ
は

福
岡
海
上
保
安
部
管
理
総
務
係
へ

（

含

0

9

2

・

2

8

1

・

5

8

6

6

～

7

）

郵

政

職

員

募

集

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内
の
郵

便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
員
　
約
二
〇
〇
名

▽
募
集
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
1
0
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先
　
折
尾
郵
便
局

～寄付お礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会に

ご寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたしま

す。

上　　　二　　故船津　キタ殿　　船津　安茂殿

吉　田　二　　故福岡　繁一殿　　福岡トミ子殿

富　田　二　　故中川アヤ子殿　　中川　　登殿

※
詳
し
い
こ
と
は
、

折
尾
郵
便
局
（
魯
6
9
1
・
0
7

0
2
）
又
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

広報は　見落　し　の　な　い　よ　う　すみずみ　ま　で見　ま　し　ょ　う


